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　In　Nagano　clty　Media　Coordinator　systeln　was　introduced　hl　the　year　of　2000．

　Media　Coordinator　is　reqしllred　to　stay　fbr　about　2　weeks　in　each　school　accordillg　to　the

request　ofeach　school　and　supPorts　the　teachers　and　students　oftheir　computer　usage，

　Through　this　activity　what　is　required　of　Media　Coordlnator　was　emerged　as　fo110ws：

In　elelnentary　schools　Media　Coordillators　are　expected　to　show　the　model　practice　or　how　to

introduce　computers　illto　each　class．　111　jullior　higll　schools　they　are　expected　to　help　the

teachers　with　their　hldlvidual　usage　of　computers．

【キーワード】　メディアコーディネータ　コンピュータ　情報教育　支援

1．はじめに

　欧米においてコンピュータコーディネータ，テクノロジーコーディネータ，ITコ

ーディネータなどの名称で呼ばれている人材が，日本においても必要であることを筆

者らは主張してきた．東原（1998）は，日本での普及を考慮して「メディアコーディネ

ータ」の名称を提案し，その活動について，校内での活動（表1），地域の学校への

活動，地域・社会との連携に関する活動などを列挙している．

　メディアコーディネータは，コンピュータやネットワークなどのマルチメディアが

教育上円滑に活用されるよう学校現場を支援する立場にあり，支援活動する際は，「子

どもたちや先生方の『思い』や『ねがい』を尊重する」ことを前提としている．最近

になり，メディアコーディネータを配置する市町村が現れつつある．
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表1　メディアコーディネータの活動

〈メディア調一ディネータの活動〉

　　　～学校内での活動～
①情報環境の整備（ソフト，ハード，教材など）

②カリキュラム開発・年間利用計画立案
③校内研修の企画・指導
④↑Tとしての学習指導と担任への支援
⑤コンピュータ室の休み時間などの開
⑥利用状況の把握と公表
⑦教職員からの相談への対応
⑧教材ソフトの開発

⑨部活動不登校児童などへの対応
⑩学校事務処理への支援
⑪最新情報の入手と研究および紹介

部の人たちによる推測は，時には単なる思い込みに過ぎない場合もある．

思い込みの方が先走ってしまうような支援活動が行われることがあってはならない．

　本実践は，長野市教育委員会と同市立小中学校教職員とNTT東日本が運営する「マ

ルチメディア教育利用研究会」プロジェクトの一つとして，メディアコーディネータ

が各学校へ派遣され，情報教育支援活動を行ったものである，こうしたメディアコー

ディネータの派遣制度は，長野市では2000年度より開始された，つまり，本実践が初

である．従って，今期メディアコーディネータには学校現場の声を吸い上げる重要な

責務が科せれていたことになる．本稿では，支援活動実践の中での主に職員の声をも

とに，学校現場に求められるメディアコーディネータ像について考察する．

　しかし，メディアコーディネータの

活動例が少ない今日では，学校側がメ

ディアコーディネータに何を要求して

よいかについて，未だ想像に頼る部分

がある．本実践においても，企業や教

育委員会，メディアコーディネータな

ど学校現下に籍のない外部の人たちが，

学校側が必要としていると推測される

内容を学校現場に提案するという方法

を採っていた．しかし，このような外

　　　　　　　　　　　　もちろん，

2．清動スケジュール

　図1は，「平成12年度メディアコーディネータ予定表」である．実際の活動期間は

2000年9月～2001年2月までの6ヶ月間であった．表中のA，Bは，各メディアコー

ディネータを指す．

　この予定表は，常に最新版が長野市イントラネット上に掲載され，各学校からいっ

でも見られる状態にあった．各学校はこの予定表の中で空いている週を希望し，長野

市教育委員会へ「支援要請書」を提出する．支援要請書が受理されると派遣予定が決

定し，メディアコーディネータへ連絡されるシステムとなっている．なお，本実践に

おいて，各学校への派遣期間は最長で二週間，メディアコーディネータが支援のため

に訪れた学校数は表2の通りである．

表2　メディア欝一ディネータが支援した学校数

メディア凱一ディネータA メディア：罰一ディネータB

小学校 8校 10校
中学校 4校 6校
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12月 1月 2月
日 曜 A B　　メモ 曜 A B メモ 曜 A メモ

1 金 Qi ○誠東小 月 休 休1 木 Q O．

2 土 9 休i 火 休 休｛ 金 O 、 9
；

戸
部
：
中
：3 日 休i 休・ 水 休 休i 土 休

i班i
休i

4 月 Oi
i略

於ﾙ

牙M

休i 木 休 休1 日 休
i湧、

休i

5 火 Oi Oi古里 13：0σ一17100 金 休 休i 月 O
・鵡i

○
6 水 Oi Oi柳町中 土 休 休i 火 O

i悪i

7 木 Qi Qi古里13；oo－17：00 日 休 休i 水 O O
8 金 ＝

Oi若槻小 月 祝 祝i 木 O ○

9 土 休… 休i 火 … 1 金 O
緩
鮪
…

10 日 休i 休i 水 休 O 土 休 休
11 月 Oi東条’ ○ 木 Q O

保
科
ノ
】
∫

，礁

12 火 ○陳条’ O 金 ○ ○
日
月

祝
休

祝
休 ＠

｛3 水 Oi四二’ ○

豊
栄
小
・

土 醗 休 火 Oi柳町 O
14 木 Oi東条’ ○ 日 休 体 水 Oi柳町 O
15 金 … O 月 O

i
董
i
i
丞
i
i
箆
螢

○ 木 Oi柳町
16 土 休i 休、 火 O 金 Oi柳町 ○．

17 日 休 i 休｝ 水 O O
Q

篠
：
ノ
・
弁
聾

土 休 休1

18 月 Oi柳町中 木 ○ ○ 日 休 休i

19 火 O Oi柳町中 金 ○ 月 …

20 水 O 0脚町中 土 爾 休 火 O
i藻i

…

21 木 ○

i蒙i
・
奄
堰
Q
．
：
i
露
i

Oi長沼小 日 休 休 水 ○
雛
｝

Oi若槻小
22 金 Oiふれ 9二〇σ一11；00 月 ○ ○ 木 O

i渚1～：

．O階槻小
23 土 祝… 祝i 火 O O 金 ，卜1休i

24 日 休｝ 休i 水 ○ 土 体 休i

25 月 Oi柳町 Oi保科小 木 ○柳町 ○ 日 休 休1

26 火 Oi柳町 Oi保科小 金 Oi櫛町 ○

西
：
部
：
中
・

月 … Oi若槻小
27 水 土 休 休 火 … ｝

28 木 … 日 休 休 水 … i

29 金 耀 休i 月 Oi． i難
9
： 11：00 ：

30 土 休i 休i 火 Oi i塗i
9
； 11＝00 i

31 日 休i 休i 水 螢 ○

※メ丁 イアコー丁イ・一タはA，Bの2 いま　。 らかカOカついてい3い　ころで、一心　下　い。iメディアコーディネータはA，Bの2旧いま「弼賜らかがOがついていないところて
原則土曜、日曜、祭日は休みにさせていただきます。1週間単位でお取り下さい。

　　　　　　　図1　平成12年度メディアコーディネータ予定表

3．支援活動

　メディアコーディネータは，各学校へ最初に支援に行く前週までに最低一度は学校

へ出向き，情報担当の先生と打合せを行った．この打合せまでに，支援期間中の支援

内容や時間割について大まかな要望を提示していただけるよう，予め情報担当の先生

に依頼しておく．メディアコーディネータは，要望された内容に沿って支援ができる

よう，支援期日までに教材ソフトの研究や環境確認などを行う．

3．1小学校での支援活動

　図2は，メディアコーディネータBが支援した小学校10校における支援内容の内

訳を合計したグラフである．

　小学校では，支援に行った全ての学

校より，コンピュータの基本操作を児

童に教えるよう依頼された．家にコン

ピュータがあると答える児童はクラス

の約半数を占めるが，実際にコンピュ

ータの起動／終了を正常に行える児童

は，観察の結果，G小学校4年生にお

いてクラスの3分の1にも満たなかっ

に示す内容を扱う授業を「基本操作」

圏基本操作

幽インターネット

〔】ワープロ作品

目お絵描き

圃デシ’タルカメラ

團教科ソフト

閣イントラネット　VOD

雌職員講習

15％

12％

校支援における内容内訳

41％

小学図2

表3に示す内容を扱う授業をメディアコーディネータはそこでた
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と称し，コンピュータを扱う最初の授業でこれを行うことを学級担任の先生に提案す

ることにした．なお，授業では「第4部会児童用テキスト」をテキストとした．

　　　　　　　表3　羅ンピ認一タを扱う最初の授業ギ基本操作編藩

項濡　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細
コンピュータの起動／終了 淫，翫唐　・起動と終了とでは方法が違う

@　　　・電源ボタンは一度押したら二度と揮さない
コンピュータ機器の名称　　　　　　本体，ディスプレイ，マウス，キーボード

マウスの使い方　　　　　　　　　クリック，ダブルクリック，右クリック，

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドラッグ＆ド欝ップ
ウインドウの操作 閉じる，最大化，最小化，大きさ変更，

@　　　　　スク目一ル

　次に，小学校の授業では，子ども用のワープロソフトを使用した作品づくりを行う

ことが圧倒的に多かった（図3）．要望理由は，先生方からは次のような声があがった．

図3と合わせて次に述べる．

　　　①キーボードを使った文字入力の練習ができる

　　　②かわいい図柄が魅力的

　　　③名刺や招待状など自分たちの作品を手にできるので，達成感につながる

　　　④作品によって，文字入力の量を段階的に選択できる

　加えて，高学年では，ワープロソフトを使用した作品の中にデジタルカメラで撮影

した写真を載せることがしばしばあった．デジタルカメラを扱う授業では，撮った写

真をすぐに謙ることができ，かつ，簡単にそのメモリを消去できるというデジタルカ

メラの特徴が，児童にとっては大変魅力的なようである．

↑　名前シール

を＝　㌦

瞳騨 @　、㌃＿

瀞畿馨犠鋒鷺敷唯一榊事鵬蝿
聴㎏畢簿駕馨・腔鱗　　　　　　　　　　　　　毎一
診奨塾欝弟魏離隔朗

1　名四

轡
招
待
状

図3 子ども用ワープロソフトで作成した作品
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　3っ目に，インターネットを扱う要望が多かった理由は，インターネットと教科と

の結びつきが容易であることが考えられる．特に，社会科の授業や「総合的な学習の

時間」などで，ホットな情報を収集するための有効な手段として使われることが多か

った．ところで，インターネットを授業で扱うとき，次に挙げる点を子どもたちが身

を持って体験し理解するよう導いたが，高学年対象にしたときでさえ難儀であった．

　　　　　①知りたい情報が必ずしも得られるとは限らない

　　　　　②全てのインターネット上の情報が正しいとは限らない

3．2中学校

　図4は，メディアコーディネータBが支援した中学校6校における支援内容の内訳

を合計したグラフである，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学校では，小学校に比べ職員講習を

｛7％

1％　9％

18％

4％

　　　　　　18％　　　8％

図4　中学校支援における内容内訳

瞠基本操作
翻インターネット

ロワープロ

mデヅカ弓

馬教科のソフト

羅イントラネット　VOD

圏プレゼン用ソフト

m職員講習

要望される機会が多く，その割合は全体

の4分の1を占めた，主な内容は次のと

おりである，

　①Willdowsの基本操作

　②ワープロ文書パソコンへ変換

　③パワーポイントの使い方

　④ホームページ作成と転送方法

　職員の中には，小学校と同様，一度もコンピュータを触ったことのない人が珍しく

ない、しかし一方では，高度な課題を抱え周囲に聞けず困っておられる人もいる．こ

のような現象から，中学校支援では，先生の授業のない空き時間にメディアコーディ

ネータが研究室へ行き，個別支援するといった形式をとることがよくあつた．

　次に，中学校支援で多かったのは，全体の18％を占めるワープロや，17％を占

めるプレゼンテーション用ソフトを扱う授業である．内容については次のとおりであ

る．例えばワープロソフトは，選択理科の授業において，生徒たちが学校ホームペー

ジを作成するために用いられた．また，プレゼンテーションソフトは，生徒が文化祭

で自由研究の成果を発表するため，「総合的な学習の時間」において，その発表作品づ

くりに用いられた．このような授業内容からうかがえることは，「生徒たちの創造性を

育み，生徒自らの手で『情報発信』できる機会を与えてやりたい」という先生方の思

いである．

　また，中学校支援では，教科別に市販されているアプリケーションソフトを使用す

る支援要望が全体の18％を占めた．ソフトの詳細については，表4に示すとおりで

ある．ここでは，ほとんどの授業において先生が授業を進行され，メディアコーディ

ネータは，先生の話についていけない生徒の個別指導をしたり質問に応じるなどのサ

ポート側にまわった，
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表4　教科別アプリケーションソフト

教科 一7一マ アプリケーションソフト名称
技術科 ・　自由研究：

E表計算
「PowerPoint（パワーポイント）」1マイクロソフト社
窒bube2　（キューブ2）」

国語科 ・中学校紹介：

E文法問題集：
E百人一首

rWord（ワード）」：マイクロソフト社

u国語エスパー」フリーソフト体験版
u百鬼丸」

家庭科 ・栄養素計算 「こんだて診断」

数学科 ・数学1年 「ますなび」

4．先生方の意識変化

　支援期問前後の先生方のコメントを表5に示す．

表5　支援前後における先生方の声

支援内容 支援前 支援後

授業支援 ・　授業の進行はメデイアコーデ

@ィネータに任せたい，
E　どのように授業を展開してい
@けばよいのかわからない，

・　子どもたちが基本操作を一通り覚え
@てくれたので，次からは自分で授業が
@行えそうだ，
E　一人では不安だが，メディァコーディ

@ネータがいれば，トラブル発生時を心
@配せずに授業が行える，
E　約束の授業数は終了したが，子どもた

@ちがもっとやりたいとせがむので，メ

@ディァコーディネータがいる間にも
@う一度授業をやりたい，
E　低学年は希望クラスのみということ
@で授業申請しなかったが，上級生の話
@を聞いて様子がわかったので，うちの
@クラスでもやってもらえないか．

職員講習 ・　講習会に出席する時間が取れ

@ない．
E　講習会の内容と自分が勉強し

@たい内容とが合わないことが
@多い．

・　一度でば覚えられず授業をするまで
@の自身にはつながりにくい．もっと講
@習して欲しい，
E　もっと早く講習を受けられればよか
@つた．

学校ホームページ

・ｬ

・　⊇ンピュータが得意でないの

@に係を任されたので，前任の
@先生からの引継ぎが上手くで
@きなかった，
E　ホームーページを更新しなく
@てはならないが，プロセスが
@わからない．

・　以外に簡単だった．

E　時間のあるときに自分でも復習しな
@がらじっくりと慣れていきたい．
E　子どもたちの声を載せて，ゆくゆくは

@世界へ発信させたい（図5）．

特殊クラス支援 ・　知らない人と接するのに慣れ

@ていない生徒たちなので，授
@業に参加する気になるかどう
@かわからない．（情緒障害児
@クラス）
E　コンピュータの授業をしたこ
@とがない．

・　普段はあきっぽい子どもたちなのに，

@考えられないほど真剣に取り組んで
@いるので驚いた，（情緒障害児クラ
@ス）
E　文章入力できるようになりたいとい
@う気持ちが，これまで苦手だったロー
@マ字を学ぶ意欲につながることに気
@付いた．（知的障三児クラス）
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〈職員講習の様子〉

表5より先生方の前向きな意識変化が次のように認められる

　①メティアコーディネータか進行する授業展開を見たのて，コンピュータを使

　　　回した授業の仕方か分かった．自分にも授業ができそうという自信を得た

　②これ柔では職員講習を受ける難問を割けなかったが，受けてみると大変有意

　　　義であったので，今後は積極的に参加し勉強しようという意欲が湧いてきた
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図s 先生が作って子どもたちに配布された学級通信（J小学校4年生）
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5．考察

5．1　小学校が求めるメディアコーディネータについて

　小学校はクラス担任制であるから，先生方は主に，朝の登校時から夕方の下校時ま

で一日の大半を子どもたちと過ごす．その職業柄，今日の目まぐるしい情報化社会の

中においてさえコンピュータと接する機会がほとんどなく，いつの間にかコンピュー

タは「苦手」という人が増えてしまった．また，仕事の内容自体，莫大な数量を計算

することやデーターベースを用いることはなく，ワープロ機器を使うことはあっても

コンピュータである必要性はない．そんな状況下で，突然「コンピュータを使った授

業をしなさい」といわれても，指導案があるわけでなく，無理難題なのは当然である．

　実際に，メディアコーディネータが授業を進行するように依頼されるケースがほと

んどであった．それは，表5にもあるように，「どのような授業展開をしていったらよ

いかわからない」というのが，先生方にとって一番の本音のようである．それは，メ

ディアコーディネータの方で2～3回目授業を進行した後に

「なんとなく進め方がわかった」

と，次回の授業は自分で進行できそうという前向きな声を聞くことができたことから

もうかがえる，その後は，休み時間にご自身で勉強されたり質問に来られたりという

姿勢の変化が頻繁に見られた．結局，先生方は授業をする最初の「きっかけ」を必要

としているようであった．従って，メディアコーディネータが最も力を発揮すべきは

このときである．「なんとなく授業を進行できそう」と多くの先生方が感じられるよう

になれば，コンピュータに関する高い専門性をとくに極めていなくても，職員同士の

情報交換やティームティーチングなどでなんとか「コンピュータ室で授業をしよう」

という雰囲気が生じるようである，

5．2　中学校が求めるメディアコーディネータについて

　中学校は教科担任制であることから，担当教科や個人によって抱えている問題が実

に多様である．コンピュータ室の端末だけでなく，研究室に持っているご自身のコン

ピュ7タに関するトラブル対処を依頼されることも多々あった．依頼される内容は先

にも述べたように千差万別で，中には，端末だけでなくネットワークに関する高度な

専門知識を必要とする質問もある．また，中学校では，幾人かのコンピュータ操作に

詳しい生徒がいたずらに設定を変更し，先生方が手を焼いておられることもしばしば

ある，

　授業に関しては，メディアコーディネータが授業の進行を依頼されるケースは少な

い．どちらかというと，生徒個人の課題における技術的な支援やトラブル対処に応え

るなどといった，サポート側にまわることが多い．先に，職員のコンピュータリテラ

シーに関する個人差が大きいと述べたが，生徒についても同様のことがいえる．具体

的には，コンピュータを触ったことのない生徒から，先生を上回る程コンピュータに
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堪能な生徒まで様々である．このような状況下で，一クラスの授業を教師一人で進行

するのは物理的に不可能といっても過言ではないだろう，来年度より，中学校では数

学科や理科でティームティーチングが積極的に行われるようになるが，これら2教科

に限らず情報教育においても，ティームティーチングが不可欠になっていくものと思

われる。

　以上のことから，中学校のメディアコーディネータは，授業展開していく能力とい

うよりは，コンピュータを含め広い範囲にわたる情報機器に関する高度な知識を備え

ていることが望ましい．

5．3　次期メディアコーディネータへ提案

　メディアコーディネータの派遣期間や支援期間は，地方公共団体によって異なるが，

今期，長野市のメディアコーディネータは2人と少ない人数であったことから，各学

校の最長支援期間は「二週間」と決められていた．従って，この二週間という短期間

にいかに効率よく支援するか，その方法を見出すことは今回の活動の重要なポイント

であった．そこで，次期に務める長野市メディアコーディネータが少しでもスムーズ

な支援活動が行えるよう，表6に提案事項を示す、

表6　次期メディア：調一ディネータへの提案

いつ 提案事項
支援前 ・打合せは，1週關前までに済ませ，教材研究の余裕をつくる

・授業直前の環境確認を怠らない
（例えば，プリンター，ソフトの有無，インターネットの接続　など）

・校内ネットワークおよび長野市ネットワークの把握（図式化しておく）
支援期間中 ・期間初めに，メディアコーディネータの紹介をしてもらう

・授業以外の時間に，子どもたちや先生方との交流を大切にする
（例えば，行間休み，給食，清掃，特別行事　など）

・授業中は，集中管理ソフトやプロジェクタを活用し，児童生徒に見本
を提示しながら進行する

・　授業展開は，基本操作は複数人／台で，作業ベースの操作は正人／台
で行うと効率がよい

支援後 ・支援期間中の様子をイントラネットで活動報告しアピールする
・　自分の授業をVIDEOで撮ったり，先生方に意見を述べていただき反省

する

・支援後の学校の様子について情報を得る

　いずれにしても，メディアコーディネータの支援活動によって活性化された情報教

育が支援期問限りになってしまっては，活動の意味を成さない．そうならないために

は，支援期間が短期間になるにつれて，メディアコーディネータは活動後を見据えた

支援を行うよう心がけていかなくてはならない，

6　さいごに（メディアコーディネータが派遣されたことの意義）

本実践のメディアコーディネータは，NTT東日本「マルチメディア教育利用研究
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プロジェクトチーム」に臨時雇用され，6ヶ月という契約期間の中で，各小中学校を

巡回し支援した．ここで重要なのは，メディアコーディネータが学校内の職員でなか

ったことである，このような学校外部からの派遣システムは実は重要な意義を含んで

いたと考えられる．

　まず一つは，保健室登校児童への支援である．保健室登校児童にとってメディアコ

ーディネータは，校内で自分のことをあまり知られていない貴重な存在である，その

立場上の特質から，彼らは，メディアコーディネータに比較的打ち解けやすい傾向に

あり，給食を食べに一緒に通常教室へ行くことさえあった．また，メディアコーディ

ネータは，外部の人間ということだけでなく，「相談室の先生」とは違って往に保健

室登校児童だけが接する特別な先生」というわけでもない．そのような立場の存在は，

彼らにとって好都合であったのかもしれない．

　二つ目は，先生方への支援である．とかく学校は「閉鎖的」と言われており，その

上今日では，教育力の低下が叫ばれている．そして，中には学級の責任を一人で背負

い心の病を抱えている先生もおられる．このような実態は，教師がときには教育界と

は少し離れた別世界の専門家と協力することで，解決の糸口が見えてはこないものだ

ろうか．「地域との密着性」は，児童生徒の学習面においてだけでなく，先生方の技術

的な面においても同様の効果を発揮するものと思われる．変わりゆく社会の中で，教

師が別の専門家に助けられる分野があって当然，なんら恥じることはないだろう，

　本実践のメディアコーディネータ派遣制度は，「閉鎖的」といわれる学校が「開かれ

た学校」へ向かうための一つの投石になったと思う．
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